
宝ホールディングスの
サステナビリティ活動とCFPへの取り組み

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本日は貴重な発表の場を頂戴しありがとうございます。
宝ホールディングスサステナビリティ推進室室長の山崎と申します。よろしくお願いします。
では、さっそく宝ホールディングスのサステナビリティ活動とCFPへの取り組みについてご説明します



宝ホールディングスの概要

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず会社概要です
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
宝ホールディングスは、1842年、江戸時代の天保13年に京都伏見の造り酒屋として創業しました。
株式会社としての設立は1925年で、現在、東証プライム市場に上場しております。
今年で100周年を迎え、売上規模は3,626億円ほどの企業です。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
事業は大きく分けて3つに分かれています。
事業も2002年の分社化までは左側の宝酒造、つまり国内でのお酒の製造販売が中心でした。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
具体的にはタカラcanチューハイなどのソフトアルコール飲料や、焼酎、清酒、本みりんといった4つのカテゴリーを中心に日本の伝統的なお酒を製造販売しています。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また、直近伸長著しいのが、真ん中の海外事業です。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
海外事業は、2つの事業に分かれています。海外で日本酒やウイスキーを製造販売する事業、さらに海外でお酒に限らずお米、ラーメンなどをお届けする日本食材卸事業。
特にこの日本食材卸事業が急激に進展をとげ、



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
御覧の通り、世界にネットワークを広げ、その売り上げも拡大しています。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
さらに、バイオ事業です。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
寶酒造のバイオ事業としてスタートして2002年に分社化。バイオ産業支援事業は世界中のバイオ研究者を顧客としています



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
こちらは事業別の売上高推移です。こちらをみても、海外事業の売り上げが急速に拡大していることがわかっていただけると思います。
売り上げだけでなく、社員構成も海外社員が半数以上となり、この20年ばかりで一気にグローバル企業へと変貌をとげています。



サステナビリティ活動

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これらの企業活動のなかでのサステナビリティへの活動をご紹介します。



宝グループは「自然との調和を大切に、発酵やバイオの技術を通じて人間の健康的な暮らしと生き生きとした
社会づくりに貢献します」という企業理念のもと、日本伝統の酒造りの発酵技術と最先端のバイオ技術の革新
を通じて、食生活や生活スタイル、ライフサイエンスにおける可能性を探求し、新たな価値を創造し続けることに
よって社会への貢献を果たしてきました。
穀物や水、微生物といった様々な自然の恩恵のもとで事業活動を行う当社グループにとって、豊かな自然環
境が保たれることは、事業を継続するうえでの大前提です。また、食品や医療に関わる事業を営む企業として、
安全・安心な製品・商品・サービスを提供することは最も重要なテーマであり、同時にアルコール関連問題をは
じめとする様々な社会課題にも対処していく必要があります。
当社グループを取り巻く社会環境は急速に変化し、気候変動、生物多様性保全、資源保全、人権尊重と
いった多様な課題への対応が世界的規模で求められており、持続可能な社会づくりに向けた企業の責任はま
すます大きくなっています。
当社グループは「Smiles in Life～笑顔は人生の宝～」をありたい姿（Vision）として掲げ、世界中の暮
らしを、命を、人生を、笑顔で満たすために挑戦し続けることを宣言しています。そして、事業活動を通じた社
会的価値の創造を将来にわたって実現し続けていくためには、様々な社会課題の解決にこれまで以上に取り
組む必要があるという認識のもと、「宝グループ・サステナビリティ・ポリシー」を公表しています。
「宝グループ・サステナビリティ・ポリシー」では、当社グループを取り巻く社会課題について、「安全・安心」をは
じめとする10の重要課題（マテリアリティ）を取り上げ、各々についての取り組み方針を示しており、さらに、そ
の方針に基づく具体的な中長期目標を設定した「宝グループ・サステナビリティ・ビジョン」を策定しました。
当社グループは、これからも事業活動を通じた社会的価値の創造により、ステークホルダーの皆様から信頼さ
れる企業グループを目指すとともに、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

※2023年4月改定

＜基本的な考え方＞

宝グループ・サステナビリティ・ポリシー
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
社も持続可能な社会の実現に向け、取り組みを進めていますが、宝グループのサステナビリティ活動の取り組みは、2020年5月、長期経営構想に合わせ、「宝グループ・サステナビリティ・ポリシー」を策定、公表したところから始まります。



＜宝グループとしてのマテリアリティ・マトリクス＞

宝グループ・サステナビリティ・ポリシー

※2023年4月改定 14

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
この「宝グループ・サステナビリティ・ポリシー」では、当社グループを取り巻く社会課題について、ステークホルダーからの期待度と、当社グループの事業にとっての影響度を考慮し、
「安全・安心」をはじめとする10の重要課題、マテリアリティを選定しました。




具体的な取り組み

◇マテリアリティ「環境」 ◇マテリアリティ「健康」
宮崎県黒壁蔵への太陽光パネル 世界中の研究者向けに試薬や機器を
の設置と電力の実質再生エネルギー 提供しライフサイエンス研究の発展に貢献
由来100％への切り替え

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
具体的な取り組みをご紹介します。環境への取り組みとして宮崎県にあります黒壁蔵では、太陽光パネルを設置するとともに、使用する電力を、実質再生エネルギー由来100％に切り替えました。
また、タカラバイオグループでは、世界中の研究者向けに試薬や機器を提供しライフサイエンス研究の発展に貢献しています




具体的な取り組み（豊かな食生活の提案）

◇マテリアリティ「豊かな食生活」 ◇マテリアリティ「酒類メーカーとしての責任」
海外日本食材卸事業を通じて アルコール問題への紳士に向き合い、
和酒和食文化の普及 製品に純アルコール表示

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
さらに、海外日本食材卸事業の各拠点を通じて、和酒和食などの文化の普及を促進する一方でアルコール問題に真摯に向き合う活動として、製品に純アルコール量の表示をはじめています



ESG外部評価

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
こういった活動のなかでESG評価機関による評価も高まりFTSE4GOODやMSCIなどのインデックスも獲得しています。



CFPへの取り組み

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それではここからはCFPへの取り組みをご紹介します



講師によるセミナー

ワークショップ：LCA専門家による解説

ワークショップ：グループワーク

ワークショップ：グループ発表

グリーンCPS協議会のGX人材育成講座

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず、最初のきっかけはグリーンCPS協議会による人材育成講座のセミナーとワークショップに参加したことです。



「京都グリーンCPS」の設置
A: 製品軸での
評価・開示 B: エコデザイン C:サプライヤ・

マネジメント
D: 情報共有・

コラボ

脱炭素問題に対し、国内でも先進的な活動を進めている京都地域を拠点とし、
2024年7月 「京都グリーンCPS」を設立。４つのセグメントで活動中。
＜会員企業＞
・ ㈱ 川島織物セルコン
・ ㈱ 島津製作所
・ 宝ホールディングス ㈱
・ 東レエンジニアリング ㈱
・ 学校法人 龍谷大学

＜オブザーバー＞
・ ローム ㈱
・ 京都府 総合政策環境部 脱炭素社会推進課

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
その後、京都グリーンCPSの発足とともに会員となり、CPSに着手をすることになりました。



製品軸でのGHG排出量(CFP)算定の取り組む動機

・サステナビリティサイト開示による企業価値の向上

・将来予想されるCFP提出依頼への準備

◇取り組み当初の動機

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
正直申しますと、当初はトライアル的な意味合いが強かったのが事実です。
具体的には、サステナビリティサイトで開示することでの企業価値の向上
さらには、将来予想されるCFP提出依頼への準備と理解促進
といったところです。



製品軸でのGHG排出量(CFP)算定の取り組み

算定方針策定
プロジェクト発足
製造フロー確定
算定データ収集
工場見学
原単位選定・算定
開示案レビュー
開示

対象アイテム：寶CRAFT「京檸檬」

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず、対象アイテムを比較的算定工程の少ないであろうチューハイの京檸檬として、算定フロー図を書き上げ、さらに関係部署と折衝して詳細な工程図を作成しました。
いざ始めてみると、原料、燃料だけでなく、容器包装や輸送ルートまで様々な取り組みをしなければならず苦労しました。
特に大変だったのはそれぞれ担当者が違うことです。一口に工場の担当者といっても多岐に担当がわかれていました。



製品軸でのGHG排出量(CFP)算定の取り組み

各工程におけるGHG削減の可能性の発見

◇製造工場視察 ◇担当者との折衝

社内コミュニケーションよりサステナビリティに対する社内での意識変革

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
実際に工場に視察し製造工程を確認するとともに、さまざまな担当者との折衝。
燃料費のように単純にその対象アイテムだけの製造時にどのくらい使ったかは算定根拠を策定するところから始まるなどかなりの手間がかかっています。

ただ、これらの活動のなかで「各工場におけるGHG削減の可能性を発見」したり、社内コミュニケーションによりサステナビリティに対する社内での意識改革にむつながったと感じています。



寶CRAFT＜京檸檬＞の広がり

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
さて、ここから寶クラフト京檸檬についてご紹介します



寶CRAFTの展開

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　“「寶ＣＲＡＦＴ」”は、日本各地のご当地素材を使用し、それらの個性を活かし、厳選した樽貯蔵熟成焼酎をあわせる「ひとてま造り」製法で丁寧に仕込んだ、地域限定のクラフトチューハイブランドです。現在までに、約４２アイテムほどをラインアップしています。



寶CRAFT＜京檸檬＞は、生産者・加工者・販売者が一丸となって、京都にお
ける耕作放棄地を京檸檬栽培のために有効利用し、栽培した「京檸檬」の果皮
などを活用した壜入りチューハイです。耕作放棄地を再生し、生物資源の生息環
境を整備することは、その地域の生物多様性保全につながります。また、売上の
一部を寄付したり、社員による収穫ボランティアを行ったりすることで、栽培の安定
・拡大を支援し、持続的な自然の豊かさの保全に貢献しています。

寶CRAFT＜京檸檬＞

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そのうち、寶CRAFT京檸檬は、生産者・加工者・販売者が一丸となって、京都の耕作放棄地に京檸檬をうえ、チューハイをつくったものです。



2018年京檸檬プロジェクト協議会が発足。耕作放棄された土地を再活用しな
がら、京檸檬という新たな特産品を栽培するプロジェクトが結成された。生産者・
加工者・販売者が一丸となって「京檸檬」の栽培やブランディングに取り組んでい
る。

京檸檬プロジェクト協議会

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
元々京檸檬というブランドのレモンはありませんでしたが、京野菜のような唯一無二の農産物を新たに作るため、京檸檬プロジェクト協議会という団体が2018年に発足しました。
当社もその理念に共感しており、発足当初から会員になっています。一人ひとりの熱い思いが共感をよび、このプロジェクトが結成されています。



販売状況

◇京都駅周辺の土産需要 ◇料飲店需要

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
京都駅の売店ではお土産需要として、京都市内の料飲店でも人気があります。
右下の写真は世界各地から来た観光客です。かれらにも京檸檬は大好評です。



循環するしあわせ ー 京檸檬プロジェクトの目的
このプロジェクトの目的は、ただ商品をつくることではありません。
私たちが目指すのは、「循環」するしあわせを育むこと。
栽培者、果汁会社、そして私たちのように消費者の皆さまへ商品を届けるメンバー。
それぞれの立場がつながり、支え合うことで、ひとつの大きな輪が生まれます。
その輪の先にあるのは、生産者の想いと、消費者の笑顔がつながるサステナブルな未来です。

京檸檬が育む、5つのサステナビリティ
1. 気候変動への適応

地球温暖化の影響は、果実の栽培にも変化をもたらしています。
かつてレモン栽培に不向きとされた京都の地でも、今では美しい京檸檬が育っています。

2. 耕作放棄地の活用
レモンは手間が少なく、高齢者でも育てやすい果実。
その特性を活かし、耕作放棄地を再び命の宿る場所へと変えています。

3. 地域創生
京檸檬をビジネスモデルとして確立することで、京都の農村地域に新たな活力をもたらします。
地元の人々とともに、地域の未来を育てていきます。

4. アップサイクル
クラフト京檸檬では、果汁だけでなく皮や形の悪い果実も余すことなく活用。
これまで廃棄されていた部分に新たな価値を見出し、命を吹き込んでいます。

5. 世界への日本文化発信
宝酒造は、京檸檬を通じて日本の魅力を世界へ。
チューハイという親しみやすい形でインバウンド需要や海外市場への展開を視野に入れています。
京檸檬が、世界の食卓に彩りを添える日も遠くありません。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
このように、京檸檬という商品は、気候変動の適応、耕作放棄地の活用、地域創生、アップサイクル、さらにインバウンドや世界市場への発展など大きな可能性をもっており、ＣＦＰはその合理的な説明ができるツールとして活用できると考えています。



CFP算定活動からの広がり

サステナビリティサイト開示による企業価値の向上

将来予想されるCFP提出依頼への準備

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
以上、CFPの算定は当初はトライアル的な意味合いでスタートしましたが、その役割は大きく広がっています



CFP算定活動からの広がり

大手得意先へのCFP提出を実施

実際の商品マーケティングに貢献

サステナビリティサイト開示による企業価値の向上

将来予想されるCFP提出依頼への準備

各工程におけるGHG削減の可能性の発見

社内コミュニケーションよりサステナビリティに対する社内での意識変革

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
この８月には初めて大手取引先からのCFP提出の算定を依頼されました。
この動きは他社にも広がっていくと思われます。
今回はこれまでの算定を参考にスムーズに対応をすることができました。

さらに、先ほどご紹介した京檸檬という商品のマーケティングにもその合理的な根拠をしめすものとして役立つなど
その意味が大きく広がっています。

私共の取り扱いアイテムは700を超えます。それらのCFPは全く手つかずですし、京檸檬ですら、農家の1次データなどはまだ取得できていません。より精密なＣＦＰを算定し公開するととおもに、
宝ホールディングスのさまざまな商品にも取り組むことで企業価値を高めていきたいと考えています。
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